
平成２２年度（平成２１年度実施）

【施策の概要】

１１１１　　　　南丹市南丹市南丹市南丹市がががが考考考考えるえるえるえる理想理想理想理想（（（（目的目的目的目的））））

１１１１　　　　南丹市南丹市南丹市南丹市のののの現状現状現状現状（（（（課題課題課題課題）））） ２２２２　　　　対策対策対策対策をしなければどうなるのかをしなければどうなるのかをしなければどうなるのかをしなければどうなるのか

４４４４　　　　それらをそれらをそれらをそれらを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために何何何何をするのかをするのかをするのかをするのか

３３３３　　　　それがそれがそれがそれが何故何故何故何故おきたのかおきたのかおきたのかおきたのか

【施策コスト】（評価対象事業の合計） 【施策目標の達成に貢献度の高い事業】 全 39 事業 単位：千円

単位

決算額（計画額） 千円

使用料･手数料 千円

国･府支出金 千円

地方債 千円

一般財源 千円

職員従事人数 人・年

人件費 千円

事業費総額 千円

【前年度の評価】（要約） 【今年度の評価】

【評価を受けて取り組んだこと】

目標値

H22

実績値目標値

H21

目標値

H24

目標値

H23

7,474 254

3,810 3,810 254

4,195 4,195 695

43,141 3,673 3,627

42,896 37,549 5,704

49,336 4,031 1,391

7,474

畜産支援事業(畜産支援事業)

林業振興事業(林業振興指導事業補助金)

59,595 59,223

3,3003,300

9.34

88,051

365,676

120,12897,065 118,965

7,644

20,20033,400 38,300

123,282 144,017 87,437

12,742 12,742

［総合評価］

①目標の達成状況

　農産物価格の低迷で産出額は横ばい状態にある。農業者の高齢化や集落の過疎化の傾向は今

後も予測される。国・府の緊急的な補助事業も取り入れる中、組織の育成、共同機械導入等に一定

取り組むことが出来た。

　林業についても、長引く木材価格の低迷で林家の育林意欲は減退している。林業労働者の減少

の中、森林組合、林業事業体への造林・間伐施業への支援は制度事業を有効活用する中、取り組

むことが出来た。また福利厚生的な面への支援についても引き続き行った。

②目標値や施策の考え方の見直し

　農産物・林産物被害を引き起こしている、野生鳥獣対策の総合的な見直し、強化が必要である。

　中長期な視点での駆除・防除対策も重要である。

［改善の方向性］

①今後の方向性

　ブランド京野菜をはじめとして、花き、黒大豆、小豆等特色ある地域特産物の生産振興の取り組み

を推進する。

　集落や地域での合意をもとに、集落営農組織も重要な担い手と位置づけ、地域の中核的担い手

農家とともに支援、法人化を推進する。

　野生鳥獣対策について地域ごとの協議会を設置し対策を検討する。

②各事業の対応

　ブランド野菜を知ってもらうために生産現場見学会を実施していく。

　集落営農組織の立ち上げ支援また相談活動を実施する。

　営農基盤整備のための機械及び施設導入を図る。

　新規就農者に対しても引き続き支援を行う。

　林業生産基盤の整備を行う。

　広域連携で有害鳥獣害対策を促進する。

　南丹市の森林を考える会の活動を展開していく。

　市内で活躍される工芸家や団体の活動と市民や小中学生などへの工芸の関わりを深め、暮らしに

根付く「ものづくり」を発掘していく。

野生鳥獣被害総合対策事業(有害鳥獣捕獲対策事業)

野生鳥獣被害総合対策事業(有害鳥獣防除施設設置事業)

土づくり事業(土づくり事業)

林道・作業道事業(林道・作業道事業)

　南丹市有機農業推進協議会の立ち上げ、土づくり事業との連携。

　担い手協議会による集落営農組織の確立、法人化育成支援

　「南丹市の森林を考える会」を立ち上げ。

　森林環境税創立への要望活動

　広域的な野生鳥獣被害対策として、近隣市町村、府県を越えた連携、「南丹・北摂地域協議会」

設立と加入

318,291

5.38

H22

203,332 195,393

財

源

内

訳

H20

286,817

H21

131 26,606

130,004

実績値

H20

単位

ブランド農林産物主品目数

ブランド農林産物の販売額

35

129

品目

千万円

目標項目(成果)

132

35

118

35 37

136

39

政策名 施策関係部

23

第２章　自然・文化・人を活かした郷を創る

施策CD 施策主管部３　南丹ブランドの「ほんまもん」をつくる

15,397

決算額

　○　地域間競争に勝ち残れなければ、市内産業の衰退を招き、地域経済が低迷する。

　○　農林業従事者の高齢化、担い手不足が進行し、農地や森林が荒廃する。

　○　病虫害や鳥獣被害により、生産意欲が減退する。

　○　生産基盤の整備や作業の機械化によるコスト削減を図らなければ、生産費に見合う

　　　収入が得られず、再生産ができなくなる。

施施施施 策策策策 評評評評 価価価価 表表表表

農林商工部

138

41

神田　衛部長名

作 成 日 ：

京 都 府 南 丹 市

平 成 22 年 7 月 13 日

134

日吉支所・美山支所

評価施策名

［総合評価］

①目標の達成状況

　伝統的な京野菜の産地として一定の評価は受けている。しかし亀岡、京丹波町も含んだ「南丹ブラ

ンド」のイメージである。

　林業部門においては、広大な森林面積を有しているが、木材価格の低迷、後継者不足で林業経

営と呼べるに至っていない。また鳥獣被害も深刻な問題である。

②目標値や施策の考え方の見直し

　京野菜等についてＪＡ生産部会等と連携し面積拡大を図ってきたが伸び悩んでいる。高齢化が進

む中、更なる省力化を図る。

　林業従事者の確保と育成

［改善の方向性］

①今後の方向性

　有機質肥料による安全安心農作物の推進

　森林の公益的機能のＰＲ（全国組織として）

　森林組合体制の強化

②各事業の対応

　新規就農支援。集落組織、農業法人に対する集約・省力のための作業の機械化助成

　広域的な野生鳥獣被害対策。

　鹿肉利活用

31,474 59,688

　①ブランドイメージを確立する。

　　・特産品の生産に対する支援、工芸品や工業製品の振興支援、本市の特産品の育成

　②特産品の販売を拡大する。

　　・市民や全国へのＰＲ活動の実施、販路開拓への支援

　③立地を活かした農業の振興を図る。

　　・集落営農組織の経営強化と法人化に向けた支援、認定農業者、新規就農者への支援

　　・先進的な農産物生産の支援、畜産農家の経営安定化のための支援など

　④森林の公益的機能を回復させる。

　　・新たな林業従事者の確保と育成、労働条件の改善に向けた支援

　　・林道、作業道などの整備、作業の機械化促進支援

　　・地元産材を使った家屋の販路開拓、間伐材の利活用、林産物の振興促進

　⑤野生鳥獣被害を削減する。

　　・捕獲班員の確保と育成、防除施設の設置に対する支援、防除や捕獲に係る相談、指導

事業名(細事業名)

農業振興事業(各種団体関係事業)

うち人件費

15,397

うち一般財源

1,789

 ○ 南丹ブランドの確立と販売を促進する。

 ○ 農林業の振興を図る。

　○　南丹市は京のブランド産品の産地として高い評価を得ている。

　○　ブランドイメージの確立とともに、有利に販売するための販路開拓も課題である。

　○　農業産出額の年次推移ではほぼ横ばいで、平成17年で約51.6億円である。

　○　販売農家数は、近年減少傾向で、農業者も高齢者の比率が高くなっている。

　○　農業生産法人の育成や新規就農者の支援など担い手の確保が課題である。

　　■販売農家数の状況　　第2種兼業　　第1種兼業　　専　　業　　合　　計

　　　　　　　平成17年　　　　　1,845戸　　　　　239戸　　　　438戸　　2,522戸

　○　ほ場整備、農道・水路・ため池など老朽化した施設の整備等が必要である。

　○　広大な森林を有しており、人工林はそのうち約4割の21,604haである。

　○　森林整備が停滞しているとともに、病虫害、野生鳥獣による被害も多発している。

　○　特産の丹波マツタケも松林の害虫被害などにより生産量が激減している。

　（現状）　・農業産出額　　516千万円（平成17年）

　○　ライフスタイルの多様化、健康意識やグルメ志向の高まりなどが背景にある。

　○　食品や地域の物産に対する消費傾向が多様化している。

　○　消費者はより安全・安心な食品や嗜好性の高い製品を求めている。

　○　地域ブランドの確立を図り、消費者にアピールする地域物産が次々と登場し、全国

　　　的に地域間競争が激化している。

　○　農業従事者の高齢化、担い手不足が進行している。

　○　木材価格の低迷が続いている。

　○　林業就業者の減少と高齢化により、森林整備が停滞している。

　○　農林業ともに、病虫害、野生鳥獣による被害も多発している。

H23 H24

305,988 194,602


